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箱崎町の皆様

皆様におかれましては、お健やか

に新しい年をお迎えのこととお喜び

申し上げます。

昨年は、一年を通して、新型コロ

ナウイルスと戦い続けた一年となり

ました。当町会も、感染者の少ない

時期を見計らい、町内の清掃活動、

廃品回収事業、夜警による町内特別

警戒などの一部の事業のみを行いま

した。参加された皆様、ご協力あり

がとうございました。

昨年の後半は、東京でも１日の感

染者が一桁と、世界の中でも日本だ

けがウイルスに打ち勝ったような状

況となり、積極的な活動に対する期

待も一時的に膨らみましたが、新た

な変異型ウイルス・オミクロン株の

登場により、状況は一変してしまい

ました。しばらくは、活動しにくい

状態が継続するように思われます。

箱崎に暮らす皆様をつなぐ要（か

なめ）となることが、町会の大きな

役割ですが、そのための活動はどう

しても感染リスクを伴います。また、

行事は計画から催行までに期間を要

するため、短期で状況の変化する現

状では、催行の可否の判断は消極的

にならざるを得ません。しかし、こ

の状況が常態化することを前提で考

え、感染リスク低減を取りながら、

今できることを進めて参りたいと思

います。ウイルスに負けず、しっか

りと手を結びながら進んでいきま

しょう。

本年が皆様にとって良い年となる

ことを心よりお祈り申し上げます。

箱崎三町会 当番町会

箱崎町箱四町会

会長 村松眞之

年始のご挨拶

箱崎の皆様

新年を迎え、お喜び申し上げます

平素、富岡八幡宮神輿総代会にご愛

願を賜り御礼申し上げます。

昨年はオリンピックイヤーであり、

お神輿も出て盛り上がる年となるは

ずでしたが、このコロナ禍という事

で町会の方々と顔も合わせることが

できず、イベントも中止になり、箱

崎も淋しい一年になってしまいまし

た。

このコロナ禍で、一年延期となっ

ていた昨年の神輿連合渡御が、２年

連続、史上初の本祭り中止となった

事、何よりも神輿総代会として本当

に残念でなりません。

今年は、富岡八幡宮の二の宮神輿

渡御が行われることになりました。

その際には、町会の皆様と力を合わ

せ、楽しいワッショイ（和がいっ

しょ）になるよう、よろしくお願い

致します。

本年こそ箱崎の皆様が笑顔で楽し

いイベントが多数でき、伝統ある祭

り神輿が盛大になるよう努力致しま

す。

末筆になりますが、皆様のご健勝

とご多幸をお祈り申し上げます。

神輿総代 石井利一

新幹事総代、新総代誕生

新年明けましておめでとうござい

ます。

コロナ禍が続きお祭りも出来ない

状況ですが、富岡八幡宮神輿総代連

合会の定例会がやっと10月から開か

れるようになり、昨年12月の定例会

で箱崎から幹事総代に箱崎ニ・三丁

目町会の石井利一さんと箱崎北新堀

町会の岩田将東さん、一般総代に箱

崎町箱四町会の眞野勇志さんが承認

されました。これは箱崎にとって本

当に喜ばしいことで心強い限りです。

箱崎総代はこれからも一致団結し

て神輿渡御を盛り上げて行きますの

で、箱崎の皆様のご協力をお願い致

します。

最後にコロナ禍が一日も早く収束

し今年の二の宮渡御が行われる事を

お祈り致します。

神輿総代 大木 実
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情報拠点機能設置訓練

要配慮者優先居室設営訓練 一般避難居室設営訓練

メイキング
クリスマスツリー

公園の真ん中に
支柱を立てます

電飾やモールを
取り付けて

一段一段
上げて行きます

クリスマスの夜をお楽しみ下さい

総合防災訓練

令和3年11月7日（日） 中央区総

合防災訓練が開催されました。

昨年は十思スクエア防災拠点、有

馬小学校防災拠点、久松小学校防災

拠点の三拠点において開催されまし

た。

午前8時45分、有馬小学校に集合

した10町会の防災委員の皆さんは、

区の職員を中心として防災拠点、運

営訓練などの準備を開始しました。

内容としては、

①一般避難居室設営訓練

アルミマットを使用した一般避難

居室の設営訓練

ツリーの無いクリスマス

箱崎公園の改修工事前から行われ

ているので、15年ほどの歴史がある

と思います。日本アイ・ビー・エム

さんから電飾を譲り受けたことが事

の始まりで、昨年12月も公園にクリ

スマスツリーを飾り付けました。

箱崎イベント部メンバー7人のほ

か、いつも作業を手伝ってくれる山

田彩友香さん、今回は白崎あづみさ

んも初参加。あーでも無い、こーで

も無い、と作業に手間取っているの

を見ていられない様子の通りすがり

の男性も手伝ってくれて、箱崎公園

が真っ暗になる日没ぎりぎりの時間

帯に無事に点灯するところまで来ま

した、が…。

例年であればささやかなプレゼン

トを渡すイベントを行うところです

が、このコロナ禍で開催は断念。

さらに残念なことに12月17日夜の

突風で支柱が折れてしまい、クリス

マスを迎えることなく翌日に撤去し

ました。残念です。ごめんなさい。

箱崎イベント部 会田 潔

2006年

放射状に伸ばしたパイプ

の先に単色の電飾を付け

たシンプルスタイル

近年、 新型コロナウイルスによ

る感染症の大流行により、大勢の避

難民が狭い避難所に集まる事の危険

性、収容可能人数の大幅な減少など

が危惧されております。災害は何時

来るか分かりません。基本は自宅に

ての避難です。そのためにも 日頃

からの災害に備えた備蓄、特に食料、

水、薬品などがますます重要になっ

ております。

備えよ常に！

有馬小学校防災拠点運営委員会

委員長 大塚英一

②要配慮者優先居室設営訓練

室内用テン卜を使用し、高齢者な

どの要配盧者優先居室の設営訓練

③情報拠点機能設置訓練

災害時伝言ダイヤルの設置訓練、

災害情報の掲示やスマートフォン

の充電用ケーブルの設置訓練

など会場設営の準備を整え、午前10

時より一般来場者巡回見学が開姶さ

れました。

当日は晴天にも恵まれ、多数の見

学者が避難所開設状況見学、関係機

関等による防災展示、体験コーナー、

かまどベンチによる炊き出し展示

コーナーなどを体験されました。

ちょっと時期はずれの話題ですが、過

去のクリスマスツリーを振り返ってみ

たいと思います。

2014年

ツリーの点灯式の前に、三町会合同の

夜間防災訓練を行いました。

2010年

噴水の周りに巨石が配置

され、夜は電飾がキレイ

だった頃の箱崎公園
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ネズミ対策の蓋付バケツ

カラス対策の網

11月22日（火）朝　箱崎町34番先

ストックヤードに投棄された粗大ごみ

隅田川大橋下の照明を交換

ゴミ集積場の問題

最近、町内のいくつかのゴミ集積

場において、散乱などによる美化衛

生上の問題が起きています。区議会

議員や日本橋清掃事務所のご協力も

いただき、原因調査と改善方法につ

いての検討対策を行いました。原因

の主は次の３つとなります。

①カラス

②ネズミ

③ヒト

①カラスについては、清掃局より

網を借り、写真のように重石を載せ

て張り、賢いカラスが潜って引き出

すのを阻止すれば解決します。

③最も解決のしにくい原因が、

ゴミを出す「ヒト」の問題です。

ルールを守れない一部の人たち

が、「分別をしない」「回収日や

時間を守らない」ことにより、ゴ

ミの滞留時間が長くなり、鳥獣に

よる散乱が発生します。

対策として、ごみの収集日や

ルールを守るように集積場に告示

を出します。それでも改善しない

場合は、その地域の人たちに集

まって頂いて話し合いをするしか

ありません。現状、そういう状況

になっている集積場があります。

集合住宅の場合は管理人が排出し

ますので、ルールを守れないのは、

法人企業の一部の方々のようです。

皆さんがお互いを監視すること

で、状況が改善することを期待し

ています。

箱崎町箱四町会 会長 村松眞之

②ネズミについては、蓋付バケツ

で集積場に出すことで解決します。

ゴミは、決められた袋で出さなく

てはならないと誤解している方もい

ますが、ゴミは、バケツで出すこと

も認められています。

銀座地区では、築地市場から移動

したと思われるネズミ対策のため、

バケツでの排出を地域で勧めていま

す。問題は、収集後にバケツを片づ

けなくてはならないことです。

ストックヤードについて

新型コロナウィルス禍中、箱崎町

箱四町会で使用している隅田川大橋

下のストックヤード内外に不法投棄

と思われる空気清浄機や扇風機など

が発見されました。中央区の清掃局

に相談して一定期間経過の後に撤去

してもらいました。

不要になった家電や大型の家具な

どは粗大ゴミとして回収してもらう

事が可能です。その連絡が煩わし

かったのか？ 転居などが決まり日

程の都合が合わなかったのか？ 使

用済みの物を不法投棄する事になっ

てしまったかと思いますが、これは

犯罪です。こういった廃棄物は自然

と無くなる訳はなく、誰かの手に

よって正規の手続きを経て処分され

ていることをご理解下さい。

このことを機会に暗いイメージの

ある隅田川大橋下の再確認をしたと

ころ、本来点灯しているべき6灯の

照明のうち3灯が点灯していません

でした。更に共用の自転車置き場と

して使用している道路の街路灯も点

灯していませんでした。すぐに道路

を管理している東京都第一建設事務

所に連絡し、現場確認にも同行しま

した。電球を交換して頂き、本来の

明るさを取り戻すことが出来ました。

現在、この場所を管理している東

京都第一建設事務所と中央区に、ス

トックヤード上部に追加の照明又は

監視カメラを設置する事が出来ない

か働きかけています。明るい場所だ

と不審な行動をする人や不法投棄を

しようとする気持ちを抑止する効果

を期待出来ます。

共用で使用する場所を常に清潔で

明るい場所にしていきたいと願いま

す。

箱崎町箱四町会 環境部 関口恭一
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古新聞、雑誌、段ボールを回収します

箱四町会・廃品回収と町内清掃の様子

廃品回収に集まった
箱崎二・三丁目町会の

皆さんです

廃品回収活動について

私が町会活動に参加するきっかけ

になった廃品回収は、いつでも誰で

も気軽に参加できる大切な町会活動

の一つです。

娘が6歳の時に初めて私も二人で

参加しましたが、その時の町会の

方々の温かさと楽しさは今でも鮮明

に覚えています。その後は、毎月、

娘と二人で参加し、活動後に配られ

るおにぎり目当てで（笑）娘も喜ん

で張り切って来てくれました。

そんな私も今では廃品回収の責任

者という大役を任されて、いっそう

コミュニティの大切さと楽しさを実

感しています。活動中は箱崎で生ま

れ育った方々の歴史や町の変遷の話、

他のコミュニティの事や、趣味、旅

行の話等々、気軽に話しながら参加

出来るのも廃品回収の醍醐味と言え

るかも知れません。

町会員の皆様も、知人や同じマン

ションにお住まいの方に声をかけて、

この記事を読んだ方もお誘い合わせ

て参加して頂けたらと思います。

町の活性化、ご自身の充実した生

活にプラスにもなると思いますので、

是非！

次の通り活動を行っておりますの

で、お気軽にどうぞ。お待ちしてい

ます。

箱崎二・三丁目町会：

毎月第四日曜日 午前8時

箱崎公園に集合

箱崎町箱四町会：

毎月第四日曜日 午前9時

箱四町会事務所前に集合

箱崎町箱四町会 厚生部 白石政博

町内清掃活動

月末の日曜の朝、箒や塵取りを手

に手に町内を掃除してまわる人々の

姿を目にしたことはありませんか。

コロナ禍の折から中止が続いた町

内清掃も、様子見しながら…ですが、

再開されつつあります。大量の古

紙・段ボール回収などの力仕事は男

性が担うところ。道路や植え込みの

掃除には、婦人部、有志の面々があ

たっています。

ビニール、缶、ペットボトル、た

ばこの吸い殻はゴミの定番、さらに

植え込みの大量の落ち葉があります。

これも清掃しておかなくては、粉塵

と絡まり、雨風の強い時期には溢れ

て路面の排水を妨げたり、悪臭の元

になったりもします。

婦人部には清掃歴〇〇年の超ベテ

ラン多数、掃除工程も分担も手際よ

く、広い町内の掃除をきっちり済ま

せます。

日曜朝からの掃除は運動にもなり

（ついつい集中してやりすぎると腰

が痛くなります）、成果も目に見え

て気持ちいいものです。

ところで「町内の清掃」と「防

犯」に関係があるという説を聞いた

ことがありませんか？ 町を美しく

保つには住民の参画意識や団結力が

大事なところ、そのようなしっかり

した町においては防犯意識の高さも

感じられ犯罪者が避ける傾向がある

らしいです。また、屋外のゴミを放

置しないようにすれば放火・不審火

も防げます。

町をきれいに保って安心安全な生

活につなげたいですね。

箱崎町箱四町会 婦人部 伊藤亜紀

箱崎公園照明灯改修工事

この度、老朽化に伴い、箱崎公園

の照明灯の改修工事を実施すること

になりました。

工事期間中は、通行、騒音、その

他ご迷惑をおかけする事があると思

いますが、安全な工事の完成を関係

者へお願いしているところです。ま

た、工事施工に際し、園内の一部が

規制されます。ご不便をおかけしま

すが、ご理解とご協力を賜りますよ

う、よろしくお願い申し上げます。

工事件名：公園児童遊園工事

（LED照明工）

工事場所：箱崎公園

工事期間：令和3年12月1日～

令和4年2月28日

作業時間：午前8時～午後5時

（予定）

工事概要：老朽化した公園内の

照明のLED化

発注者：中央区環境土木部

水とみどりの課

施工者：宝生工業株式会社

箱崎二・三丁目町会

会長 加藤恵一
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バイクシェアのアプリをインストールしてみました
丸印はポート（駐輪場）の位置
数字は貸し出し可能な自転車の数
丸印の色は、ポート全体の貸し出し可能な自転車の割合
箱崎町近辺にも多くのポートがあることが分かります

箱崎川第二公園に設けられた 電動アシスト自転車
バイクシェアのポート（駐輪場） （箱崎町6-7）

～～～ 区議便り ～～～
中央区の新型コロナウイルス感染症について

〇新型コロナワクチン1・2回目接種の状況について

およそ8割の方の1・2回目ワクチン接種が完了しています。

昨年12月12日時点での区内の接種状況の詳細は以下の通りです。

〇コロナ禍での思い

2021年も新型コロナウイルスの影響で様々な行事やイベントが中止とな

りました。昨秋以降、徐々に再開されはじめていますが、今後も、様々な

感染対策が求められていくと思います。個人的な印象では新年会や賀詞交

歓会は昨年はほぼ全てが中止、今年は、半分くらいが中止、半分くらいが

規模縮小等、感染対策を施して開催されているように感じています。

私自身も少しずつ、行事に参加させて頂いております。また、11月から

は個人の街頭での活動を再開しています。水天宮前駅（箱崎交番側）でご

挨拶をしていても、地域の方からいろいろなご意見を伺います。これから

も定期的に街頭にも立っていくつもりです。地域でのイベントや駅前でお

見かけになりましたら、お気軽にご意見・ご要望をお聞かせ頂けますと幸

いです。

中央区議会議員 かみや俊宏

中央区コミュニティ

サイクルについて

レンタサイクルと言うと、今まで

は観光地で利用するのが主流だった

と思います。景観の良いサイクル

ロードを走ったりなどした方も多い

と思います。

しかし最近、都心で赤い電動アシ

スト自転車を見かける事があります。

サドルの後ろに何やら操作パネルが

付いている自転車です。それは、

NTTドコモの関連会社が展開するレ

ンタサイクル（ドコモ・バイクシェ

ア）です。

会員登録することでいつでもバイ

クシェアのサービスを利用すること

が出来るのです。中央区を含めた都

心11区エリア（中央区、千代田区、

港区、新宿区、文京区、江東区、品

川区、目黒区、大田区、渋谷区、中

野区）であれば、どこでも借りられ

て、どこへでも返せるのがポイント

です。

箱崎町周辺にも数カ所のバイク

シェアのポート（駐輪場）がありま

す。自宅近くで自転車を借りて、新

宿までサイクリング、新宿のポート

（駐輪場）で一旦自転車を返却して

ショッピングや映画鑑賞を楽しみ、

再び自転車を借りて帰宅する、なん

て使い方も可能です。

利用にはスマホへアプリをインス

トールし、支払いはクレジットカー

ド番号の登録が必要です。料金は、

30分までの利用で165円、その後は

30分毎の超過で110円の料金プラン

が一般的です（他の料金プランあ

り）。なお、エリアを越える貸出・

返却は行えませんが（例えば千代田

区で貸出、横浜市内で返却は×）、

会員登録をしておけば他エリアでの

バイクシェア利用はOKです。仕事先

の横浜で利用、名古屋の出張で利用、

金沢観光で利用、などです。

マンション住まいで自転車を置く

スペースに困っている場合にも、バ

イクシェアは便利ですね。万が一の

時にも自転車用保険に加入している

ので安心です。ただし、くれぐれも

交通ルールは遵守して下さいね。

中央区コミュニティサイクル

TEL 0570-783-677

https://docomo-cycle.jp/chuo/

箱崎新聞編集部調べ

〇新型コロナワクチンの3回目接種について

3回目のワクチン接種について中央区は、以下の予定で進めています。

対象者：2回目接種から原則8か月経過した18歳以上の区民の方

接種費用：無料

接種スケジュール：以下のスケジュールを予定しています。

＊2021年12月15日時点

今後供給されるワクチン量等により変更の可能性があります。
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隅田川テラスのスロープ

毎年行う盆踊り、町内旅行、子供

フェスティバルの原資となってい

たそうである。

昭和30年代以降の箱四町会の盆

踊りは、毎年場所を変えて行われ、

私が会田さんのお父さんと知り

合ったのも現在の栄楽さんの前通

りで開催の時であった。

毎年水天宮の境内から始まる盆

踊り大会は、未だ瓦礫が残る浜町

公園でシーズンを終える。現在の

中央区盆踊り大会スケジュールに

反映している。私は高校生の頃、

一時期「盆踊り荒らし」と異名を

取り、私の後ろに女の子が何人も

付いてきたものだ。（お恥ずかし

い限りです）

でも、思い出して欲しい。15年

ほど前か、箱崎公園の盆踊りに新

宿の落合から来ていたすらっとし

て小粋なご婦人を。小笠原さんを

筆頭に、睦会の若手が付いて踊っ

ていた事を。メール交換までした

と聞いている。あのご婦人も盆踊

り荒らし。

昭和30年代の箱崎は、隣組に代

表される共助の精神に満ちあふれ、

私の長屋も入る隣組は年の暮れに

は餅つき大会を開き、のし餅を各

家に配った。年一回の日帰り旅行

を行い、葬儀の時は婦人部が裏方

一切を仕切った。

※人形町大通りで開催される子供

餅つき大会は、隣組共助の精神の

集大成であろう。

現在の箱崎はどうだろう。葬儀

こそ形態は変わったが、マンショ

ン林立の縦社の中で共助の伝統は

引き継がれ、捨てたもんじゃない

と思う。

最後に余談になるが、将来の若

親分であったK君はK組を解散し、

千葉の御宿に移り住み民宿と置屋

を経営し、鴨川市のホテルの専務

を勤め、鴨川観光協会の会長にま

でなった。

増渕一孝

2022年の行事予定

3月6日（日）

◎箱四町会バスハイク

3月13日（日）

◎三町会合同防災訓練

場所：箱崎公園

§ 編集後記 §

新年おめでとうございます。

皆様お健やかかに新春をお迎えのこ

とと存じます。今年も箱崎新聞をど

うぞよろしくお願いします。

◇

この二年間は町会の行事はもちろん、

旅行や外食、職場の会議や歓送迎会

など中止や自粛がなされていました。

そんな束縛からも、そろそろ解放さ

れても良い頃ではないかと思ってい

るのですが、令和4年は果たしてど

んな一年になるのでしょうか？

◇

昨年9月号でお知らせしましたが、

隅田川テラスのスロープ設置工事が

進んでいます。完成時のイラストを

入手したところ、豊海橋のトイレ付

近から緩やかな坂でテラスへ降りら

れる様子が見て取れました。スロー

プの踊り場からは永代橋の眺めが良

さそうですよ！ スロープを利用し

て、隅田川河畔ビール祭りが盛大に

開催されれば良いですね。

おお、我が青春時代の箱崎

有馬中学三年になる春休みの頃

だった。

「今度すげえ悪いのが転校して来る

ぞ」

「何でも大宮デン助の体をナイフで

刺して日大一中を退学になったらし

い」

その彼が箱崎の博徒K組の将来若親

分K君だった。昭和32年の事である。

「やくざ」と呼ばれる集団は神農

系（主にてき屋集団）、博徒系（主

に賭場の寺銭が収入源）に大別され

た。

私の叔父さんもK組の賭場に通っ

ていて、久松警察の手入れの度に捕

まって、当時の町会長清水昌太郎さ

んに身元引き受けをお願いしていた

そうだ。

転校してきたK君に何故か私は好

かれ、よく長屋に遊びに来ていた。

或る日K君が思い詰めた表情で「先

輩、3,000円貸してくれ」「これを

担保に置いていく」見たら高倉健の

映画ではないが白鞘のやくざの刀

だった。おふくろから3,000円借り

渡したのはいいが、金の事より刀が

家にある事が心配で、K君が返しに

来るまで心中穏やかでは無かった。

さて、K君のお父さん、親分の事

である。親分として私が認識したの

は10歳頃の富岡八幡宮例大祭の時か

らであろう。大神輿の先頭を総代半

纏に白の長パッチの出で立ちで、小

柄ではあったが相当の貫禄であった。

私はこの頃から長い間勘違いをし

ていた。総代半纏の鳩印が、博徒K

組の代紋と思っていた。大木さん、

他の総代の皆さん、すいません。

その当時の箱崎の総代さんは中川

メッキの社長、箱崎電機の福井さん

の叔父さんだったと記憶している。

私のおふくろも婦人部で活躍を始め

た頃で、例大祭の一週間はほとんど

家にはいなかった。これは後のおふ

くろの話だが、三年に一度の例大祭

の寄付金が町会財政に大いに寄与し、

以下、追ってお知らせします。

◎隅田川河畔ビール祭り

◎手作り鯉のぼりを揚げよう

◎箱崎町バーベキュー大会

◎箱崎町夏祭り

◎東日本大震災復興支援

チャリティフリーマーケット

さて、昭和63年1月からスタートし

た箱崎新聞は第67号を迎えました。

号外を含めると69号です。その全て

のバックナンバーを箱四町会ホーム

ページの「箱崎新聞コーナー」へ掲

載しましたので、お時間のある時に

見て頂ければと思います。10年前、

20年前、30年前の箱崎町では、どん

な出来事があったのか、懐かしい話

がいっぱいです。


